「令和８年度福岡県庁オフィス整備事業」業務委託
事業者選定要領

１　趣旨
この要領は「令和8年度福岡県庁オフィス整備事業」に係る提案企画の審査及び受託事業者の選定に関し、必要な事項を定めるものとする。

２　選定機関
　　　提案企画の審査及び受託事業者の選定は、「令和8年度福岡県庁オフィス整備事業」業務受託事業者選定委員会（以下「委員会」という。）において行う。

３　評価対象項目及び配点
評価対象項目及び各項目の配点は以下の通り定める（１００点満点）。
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４　評価方法
（１）　委員会の各委員は提出された企画提案書を確認し、「３ 評価対象項目及び配点」の項目ごとに、下表に基づいて評価・採点をする。
（２） 事務局は、各委員の点数を項目ごとに合算し、総合得点を算出する。
	基準
	15点満点
	10点満点
	5点満点

	極めて優れている
	15
	10
	5

	優れている
	10
	7
	3

	普通である
	8
	５
	2

	不十分である
	3
	2
	1

	極めて不十分である
	0
	0
	0



5 選定
　（１）　企画提案書の内容について、委員会を構成する委員毎に「４ 評価方法」の配点に基づき採点し、最も優れた提案を行った事業者を受託事業候補者とし、次に優れた提案を行った事業者を次点候補者として選定する。
（２）　上記（１）の結果、最高得点の事業者が複数者あった場合は、委員会の協議により１者を受託事業候補者として選定し、次に優れた提案を行った事業者を次点候補者として選定する。
（３）　提案事業者が１者のみであった場合は、各委員の総合得点がそれぞれ60点以上であることをもって、当該１者を受託事業候補者とする。
（４）　選定委員会により選出された事業受託候補者と県で、契約内容及び業務仕様書の内容を協議し、業務仕様書に基づく見積書の提出を受け、委託契約を締結する。
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項目

番号

審査項目 審査の視点 配点

1 基本方針

オフィス整備を通じて、本県職員の働き方に変革をもたらすことが期待できる基本方針が策

定されているか

15

2 本事業の業務遂行のための体制が構築されているか

3 事務局及び各整備エリア担当との連携を密に取れる体制となっているか

4 オフィス整備所属との調整に臨機応変に対応できると判断できるか

5

打ち合わせの運営方法等において、オフィス整備所属が主体的にオフィスを検討できる手法

が示されているか

15

6 本事業のプロジェクト管理が、全庁展開も見据えた無理のなく効率的なものとなっているか 10

7

業務完了までに事務局やオフィス整備所属が取り組むべき項目について明確となっている

か

5

8 先行整備エリアの仕様を満たしつつ、空間的なゆとりが感じられる設計となっているか 10

9

先行整備エリアのレイアウトが先行整備エリア以外のレイアウトの指針となるような運営方法

が明確になっているか

10

10

整備工事実施後でも、各整備エリアが主体的にオフィス機能改善を行いたくなるようなアフ

ターフォロー案が具体的に示されているか

5

11

庁内・庁外を問わずオフィスに関する取り組みをPRする際の支援策について具体的に示さ

れているか

5

12 業務実績 国や他の地方自治体における、過去5年で類似の業務実績が十分と判断できるか 5

13 先行整備エリアの所要経費積算が、仕様を満たしつつ、効率的な内容となっているか

14

事業全体の所要経費の積算について、全てのオフィス整備所属が、先行整備エリアの水準で

整備されることが期待できる内容となっているか

業務実施体制 10

プロジェクト管理

先行整備所属

レイアウト・横展開

所要経費の効率性 10

今後の取組

への波及


